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	CEReS
	Newsletter No. 183

	2月8日（月）の午前9時より、令和2年度の融合理工学府地球環境科学専攻リモートセンシングコースの修士論文発表会が開催されました。今年度の修士論文発表会は、11月の卒研中間発表会、12月の修士研究中間発表会に続き、Microsoft Teamsの「ALL CEReS」のチャンネル上でのオンライン開催となりました。今年は15名の修士課程二年生の学生が研究発表に臨みました（近藤・楊研1名、ヨサファット研4名、市井研3名、本多・梶原研2名、入江研3名、齋藤研2名）。
	一人あたり30分（17分発表、12分質疑）と比較的余裕のあるスケジュールであり、長引くコロナ禍ですでに学生がオンラインでの発表に慣れていることもあって、多少の接続トラブルはあったものの発表会はスムーズに進行しました。どの学生もプレゼン資料はしっかり準備をして発表に臨んでおり、12分と長めに設定してある質疑応答にもきちんと対応していた印象を受けました。また、例年のオンサイト開催では、自分の研究室の学生の発表だけを聴いて帰ってしまう学生がほとんどでしたが、今年は比較的多くの学生がオンライン参加して他研...

